

















A comparative study of Japan and Denmark in regional life support















































































































告書に基づき障がい者や高齢者の住まいについては「高齢者・障害者住宅法（lov om boliger for aeldre 
og personer med handicap）」によって、ケアについては「社会支援法」によって決定されるという枠組み
が確立された。そして、「居住機能とケア機能の分離」という方針のもとで大規模施設が小舎制へと転換
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